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『回葬Jに反対する

岡山県民集会
2022/9月 11日 (日 )

10時 :石 山 公 園 で 集 会
岡山市石関町7

‐  ☆ プログラム
■各団体からのアピール
■集会アピTル 提案

11時 :デ モ 行 進  石 山 公 園 か ら

岡 山 駅 前 ま で

【お願い】帽子、日傘、お茶など、暑さ対策を 1
コロナ感染防止の対策も !

「国葬」反対へ、思しヽ思いのメッセージボードを

掲げてアピールを !

☆法的根拠なしの 「国葬」?、

☆安全保障関連法 (戦争法)の 強行採決 1

☆モリ ・カケ ・桜など、政治の隠ぺしヽ ・私物4し!

☆国会議論もせび、閣議決定のみで強行?

「国葬」に反対する岡山県民集会 実 行委員会
事務局  「 立憲主義と地方自治を守る議員の会」
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党 県連含活動 国誌
8/10  内 閣改造につしヽての談話

8/13-15 党 県連合お盆体み

8/16 「 国葬」反対行動打台せ (野崎)

8/18 書 記同会議

8/20 党 県連合常任幹事会
'′  岡 山市平禾B推進協運営委 (耐本)

8/22 党 宣伝カー (岡山)

8/23 「 国葬」反対集会実務者会議 (試本)
'′  さ よなら原発実行委 ( ′′ )

8/24 党 定例街宣

8/25 党 宣伝カー (倉敷)

8/27 市 民と立憲野党含同宣伝 マ ツキヨ前
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9/15(本 )「 国葬」反対街宣

9/28(水 )社 民党定lj」衛宣

18iOOマ ツキヨ前

「国葬」反対県民集会
9月11日 10時 石山公園


